
147

はじめに

2017 年に放映されたアニメ「けものフレンズ」
第一期は，子供向きのようなシンプルな絵柄やス
トーリーであるにもかかわらず，この年を代表す
る人気作になった。人気作となった理由の一つと
して，一見シンプルなキャラクターやストーリー
に隠された世界観が挙げられる。明るく能天気な
本編と，実際の廃墟の遊園地などを白黒の実写で
写したエンディング映像とのミスマッチが話題と
なった。本論では，ユートピアのように見える世
界のなかにディストピアを仄めかすこの作品には
神が表象されていると読み解くことができること
を論じる。

表現文化における神の機能

神は人知を超えた何かであり，人間の表現技法
では表現できないと考えられている。人間の眼に
見える視覚的な表現など五感で感じ取れる範囲，
ラカンのいう想像界では神を具象化できない。人
間の表現文化においては，芸術だけでなく大衆文
化でも，そのことを意識しつつ，人間に認知や理
解ができる具体的な表現を用いて神などの抽象的

なことを表象させてきている。人類は昔から，神
を完全に表現することは不可能と知りつつ，神を
人間に似た姿に仮託して描いたり，人間を超えた
能力，いわゆる超能力を持つ怪物として描いたり
してきている。
ユダヤ教・キリスト教・イスラームの伝統で
は，戒律で神の像を作ってはならないと定められ
ている。（1）マルクス・ガブリエルによると，神を
示すイメージを表現することが禁じられ，神がい
ることを示唆する記号のみで示すことで「あらゆ
る現象の背後に隠されている崇拝すべき超対象に
ついて，わたしたちは何らかのイメージをもつこ
とができるという考え方」を脱却することになる
という。（2）現代の哲学的な考察では，神の実在を
人類が証明することは不可能であることが前提
で，神が現実に存在するかどうか，ではなく，神
は「いかなる意味の場に存在しているのか，どの
ように「神」が現象しているのか」ということだ
けを考察する。（3）

ニーチェが「神は死んだ」と述べた後の時代で
ある現代につくられた単純な物語にも，一つの意
味の場として神が存在していると読み取ることが
できる。動物を元に人間の子供のようにデザイン
されたかわいらしいキャラクターがかわいい声で
「ドッタンバッタン大騒ぎ」をする，ミーハーに
消費されて大ヒットした日本のアニメ作品に，現
象としての「神」を読み取ることを試みる。（4）
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言葉を使えるフレンズたち

「けものフレンズ」に登場する，実在の動物を
元にしたキャラクターであるフレンズたちには，
人間の言葉が使えるという特徴がある。（5）このこ
とでフレンズたちは，たとえ物語の開始時には今
ここにあるもの以外には何も認知していないとし
ても，現前していないものを言葉によって理解で
きる。アニメ第一期の第 1話で，まだ人間という
「けもの」の存在も知らないサーバルは，「かば
ん」（主人公である人間のようなキャラクターの
名前）が地図を見つけて読み取っている様子を見
て，実際のジャパリパーク内の建物や道などの位
置関係を縮小して紙に示しているという地図の概
念を理解できる。
「かばん」が人間であるらしいのは，「けもの」
のフレンズたちがそれぞれ備えている，実際の獣
がもつ特徴が「かばん」には特に見つからないこ
とのほかに，第 1話から，ラッキービーストとい
うロボットのような存在が，「かばん」には話し
かけることから伺える。サーバルは，他のフレン
ズには決して話しかけないラッキービーストが
「かばん」に対してしゃべったことに驚く。同じ
フレンズなのにラッキービーストには，「かばん」
が人間であると認識されているので，言葉を用い
ようとするようである。そして第 6話でハシビロ
コウのフレンズが「かばん」をヒトだと断言す
る。
マックス・ピカートは『沈黙の世界』におい
て，「言葉は一つの存在，一つの全一体を表現す
るのであって，存在の単なる一部分をなすに過ぎ
ない何らかの意志的なものを表現するのではな
い」と述べている。（6）このピカートの言葉を，國
分功一郎は以下のように説明している。

すなわち，言葉はその場その時といういま
0 0

ここ
0 0

から切り離されうる。人間の言葉は，見
えない部分や見えていない部分，もはや現前
していない出来事やいまだ現前していない出
来事を伝えることができる。そのような特徴

を指して，ピカートは「一つの存在，一つの全
一体を表現する」とか「徹頭徹尾存在的であ
る」と言ったのだった。（7）

言葉は，動物が衝動から身振りをするのとは異
なる水準にある。言葉を用いることで現前しない
ものごとを伝えている。ピカートは「要するに言
葉は世界なのである」とも述べている。（8）

人間は言語によって「現前していないものが組
み込まれた世界や存在を経験すること」を可能に
している。（9）そして，「これが人間以外の動物にも
可能であるのかどうかは不明である」という。（10）

人間以外の動物には現前していないものを組み込
んで認知ができない，とは言い切れない。
「けものフレンズ」ではフレンズたちは動物の
ように生きているが，人間の言語を用いてフレン
ズどうしで会話ができる。そして，どうやら人間
であるらしい「かばん」との出会い，「かばん」
が「としょかん」に行くという会話を通して，文
字を読んだことがないサーバルは，仲間として
「かばんちゃん」と呼ぶことにした「かばん」の
ことが気になり，かばんちゃんと行動を共にす
る。
そしてサーバルは「かばん」と行動を共にする
ことで「かばん」の思考法，頭を使った問題点の
解決の仕方に驚き，ますます「かばん」を気にす
るようになり，快適な環境の外に出て「かばん」
についていく決心をする。快適な暑い「さばんな
ちほー」から，自身に適さない環境である寒い地
方へとジャパリパークを横断していく原動力は，
「かばん」への好奇心から，「かばん」が気にして
いる「謎」にまで好奇心をもったことである。
ジャパリパークは動物園のように管理されてい
て，設備がフレンズたちをうまくコントロールし
ている。パーク内には暑い地方から寒い地方まで
さまざまな環境が存在している。そこで生活をす
るフレンズたちは，世界がどのようになっている
のか疑問を持たずに，それぞれに適した環境で毎
日を過ごしている。「ジャパリまん」という食べ
物が自動で生産され続けているので飢えることは
ない。けものだがお互いを食べあうことはしな
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い。
ジャパリパークにいつの間にか存在していて，
ただ生きているフレンズたちにとって，なぜこの
パークはこうなっているのか，世界の成り立ちに
ついての「真実」を知ることは不可能である。サ
ーバルは，この世界に解けない「謎」があること
に気がついていく。
謎に気がつくことで，世界があって当然のもの
ではなくなり，「あるもの」と「ないもの」，見え
るものと見えないもの，意味するものと意味され
るものに分かれる。ないものを含む世界を認知す
ると，世界にあるひとつひとつのもの，できごと
が記号となる。
「けものフレンズ」本編を通して何度も，過去
にジャパリパークを設営して運営していた職人た
ちがいたことが画面上に映る様々な人工物から示
唆されている。人間の視聴者にとって，ジャパリ
パークは，おそらく人間によって造られたのでは
ないかと思える。しかしそのことに気がつかない
まま生きている多くのフレンズたちにとって，
「けものフレンズ」の世界には神はいない。しか
し，そう定義するのには「神」という記号を用い
る。サーバルが，ジャパリパークの「創造主」が
いる，と考えはじめた時点で記号としての神は存
在することになる。
視聴者には気がついていることだが，フレンズ
たちにとって，過去に存在していた根拠から推測
されるパークの職人たちは唯一神ではない。しか
し「ないもの」を含めた世界には「神」がいる。
フレンズたちは，神は存在しないのに，神につい
て考えることができるといえる。

始原の遅れ

「かばん」は初登場時から他のフレンドとは違
う思考を持っている。ラッキービーストが断片的
に示す情報から，それによって示される「謎」に
注意を向けている。「かばん」は「としょかん」
に辿り着くと，フクロウのフレンズである「はか
せ」に頼まれて料理の作り方を調べて実践する
が，その際，文字は読めないが「としょかん」に

ある情報の多さに気がつくことから，その世界の
「始原」を意識してきているようである。物語の
開始時から「かばん」は，自分は何の動物なの
か，と疑問に思っているが，同じように，ジャパ
リパークはどのようにできているのかを知りたく
なっている。この謎もあって「かばん」は，物語
を通してサーバルと一緒にジャパリパークの端の
海にまで冒険をする。
フレンズたちは自分のもともとは何の動物だっ
たのかを知っていて疑いを持たないので，「かば
ん」の行動を促す原理を理解できないようであ
る。「かばん」の行動原理は，物語内でセリフで
明白に語られているように「自分は何者か」とい
う疑問だけではなく，誕生時にはもう世界が出来
上がって動いており，そこに遅れて登場したこと
である。
レヴィナスのいう「始原の遅れ」という言葉に
ついて，内田樹は，

一神教信仰とは「神がわれわれを創造した。
われわれは被造物である」という意識のことで
すが，そのように「遅れている」という意識を
持つことを宗教的知性の覚醒だとレヴィナス
は考えました。

と述べている。（11）

「かばん」は，第 1話から既に，この「遅れて
いる」という意識をもっている。この思考は他の
フレンズたちには理解されないが，第 10話でラ
ッキービーストが「ミライさん」がいた頃の，ど
うやら過去のことらしいアーカイブ映像を壁に映
して，そこにサーバルが映っていることで，サー
バルにも少しだけではあるが理解される。過去に
別のサーバルのフレンドが存在したと知ること
で，自分は遅れてきたと知るのである。
「私は始源に遅れている」という意識を持つこ
とで，人間はある種の知的なブレークスルーを果
たすという。（12）人間のフレンドである「かばん」
による「始原の遅れ」の意識が，物語が進むにつ
れてサーバルたちにも伝わり，知的なブレークス
ルーがおこる。そのときに，フレンズたちは謎を
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通じて神を意識するようになると考えられる。

死は存在しない

第9話のCパートでペンギンのフレンズたちの
アイドルグループPPPなどが，フレンズがどの
ようにして生まれるのかを語り合っている。そこ
では「サンドスターが動物にあたるとフレンズに
なる」という知識が語られている。フレンズが
「生まれる」という概念はフレンズたちに共有さ
れていることがわかる。
しかし彼女たちは「死」についてはわかってい
ないようである。セルリアンに食べられるとフレ
ンズは死んでしまうという解釈があるが，オフィ
シャルガイドブックによると，食べられたアニマ
ルガールは元の動物に戻るだけで死ぬことはない
という。（13）（14）元の動物に戻ってからは死が存在す
るが，ジャパリパークの世界では死は存在しな
い。
第 9話で，寒い「ゆきやまちほー」に来たサー
バルは凍えながら「私の旅はここまでみたい…」
と語り，かばんは「そうしてこんなことに…」と
返事をするシーンで始まり，視聴者は「死ぬシー
ン」を連想する。しかし話が進むと，サーバルは
温泉に入ろうとして間違えて水たまりに入ってし
まっただけであった。このシーンからは，視聴者
に死を連想させるようミスリーディングを促しつ
つ本人たちは死を意識していないことがわかる。
第 10話では，タイリクオオカミのフレンズが，
ロッジで眠ると夢に紫のセルリアンがでてきて食
べられてしまい夢から出られなくなる，フレンズ
型のセルリアンがいてセルリアンだという自覚が
なく自分はフレンズだと思っているが実はセルリ
アンである，といった，創作話を語ってフレンズ
たちを怖がらせるが，それらの話では死そのもの
は語られず，死は仄めかすにとどまるエピソード
となっている。
第 11話では，動物として知能が高いサル目オ
ナガザル科シシバナザル属の，セルリアンハンタ
ーであるキンシコウのフレンズが，セルリアンに
食べられたらどうなるのか，というサーバルたち

の質問に「死んでしまうというと言いすぎかもし
れませんが…」と答えている。物語上，ここでサ
ーバルたちが死について聞いていると示すこと
で，クライマックスの巨大セルリアンとの対決が
盛り上がるのだが，サーバルは他のフレンズの話
を真面目に聞いていて，そのあとで「わからない
や」述べることがあり，死の概念を明確に理解し
ているのかどうかは不明である。
死は，死んだ後に確実にその記憶をもって生き
帰らない限りは人知を超えており，記号を用いな
いと認知できないものである。第 1話では，アー
ドウルフのフレンズが巨大な青いセルリアンに食
べられたと視聴者に思われたが，第 12話でフレ
ンズ化から動物に戻った状態でワンカットだけ登
場している。（15）

フレンズたちの一部は，セルリアンに食べられ
ると元に戻るということを知っている。しかし，
けものが元に戻らされる瞬間を見たことはなさそ
うである。もし，フレンズたちが言葉を用いて知
識を継承して，言語によって「現前していないも
のが組み込まれた世界や存在を経験すること」が
できる「人間」のようになる可能性があるとした
ら，いつか，「死」すなわち人間的な言語使用と
発達の可能性がなくなってしまうことを認知する
ことになる。その時にはフレンズたちに死が存在
するといえる。

実存者なき実存

ハイデガーの被投性という概念について，レヴ
ィナスは，実存の「うちに－投げられて－あるこ
と」と訳さなければならないと述べている。（16）そ
こには，実存者なき〈実存すること〉，というよ
うな観念がその姿を現すという。（17）実存者がハイ
デガーの言葉でいう「投げられる」前から実存は
あると考えるのである。
現実の世界では動物の種類が多く存在してお
り，それぞれの動物からサンドスターによって
「けものフレンズ」の世界にフレンズが現れる。
もし，ある動物のフレンズがセルリアンに食べら
れたとしたら，同じ種類の次のフレンズが誕生す
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るまでは，その種のフレンズは「実存者なき〈実
存すること〉」となる。第 10話でラッキービース
トが投影した過去の映像に映っていた，自分では
ない過去のサーバルを見たことで，自分ではない
サーバルが実在していたこと，サーバルが不在の
可能性もあることなどに気がつき，サーバルは曖
昧にではあるが実存を意識し始めたと考えられ
る。
レヴィナスによると，ハイデガーは実存と実存
者を区別するが分断は考えていないという。（18）

「けものフレンズ」の世界に実存する実存者であ
るフレンズたちは，実存のなかで実存について意
識しないまま過ごしていて，実存者と分断した実
存の次元に気がつかない。しかし，「かばん」と
サーバルの物語が進むにつれて，2人と関わった
フレンズたちは実存と実存者が分断される可能性
に気がついていくのである。多くのフレンズたち
には死の概念がないとしても，死とは別の，実存
についての概念に気がついていく。
アガンベンによると，ギリシャ人は生を表現す
るのにゾーエーとビオスという二つの概念を用い
ていたという。ゾーエーは，生きているすべての
存在（動物であれ人間であれ神であれ）に共通
の，生きている，という単なる事実を表現し，ビ
オスは，それぞれの個体や集団に特有の生きる形
式，生きかたを指していたという。（19）動物の種族
代表のフレンドとしてゾーエーを生きていたフレ
ンズは，「かばん」との出会いを通じて，人間的
なビオスに目覚めていくといえよう。
第 12話でサーバルは，セルリアンに食べられ
た後に「かばん」に助けられたことを知る。そし
て，「かばん」にしか話しかけないはずのラッキ
ービーストが，サーバルに話しかける。それは
「ヒトの緊急事態対応時のみフレンズへの干渉が
許可されている」からだとラッキービーストはい
うが，「サーバル，三人での旅，楽しかったよ」
とヒトである「かばん」の緊急事態とは関係なく
サーバルに話しかけている。ラッキービーストは
サーバルのことをヒトのように見なしているので
ある。
サーバルは旅を続ける「かばん」と別れて「さ

ばんなちほー」に戻るつもりだったが，「かばん」
との旅を続けることにして「かばん」の乗ったい
かだを追いかける。個別の自分としての生を生き
ようとしているようである。
第 12話のラストシーンで，ジャパリパークの
外に向かって海でいかだを漕ぐ「かばん」とそれ
を追いかけるサーバルの周りには，無限の空と海
が広がっている。表現文化において海と空の広が
りは，神が表象されていると捉えられることが多
い。そのこともあり，二人が最後に合流した時に
流れる「ようこそジャパリパークへ」前奏のホー
ンと鐘のような音は神の祝福だと解釈できること
も可能である。知らぬ間に覚醒しつつある二人
は，禁断の知恵を得てしまったために楽園を追放
されたアダムとイブのようである。ラストシーン
で，新たに出会ったフレンドと仲良くなろうとす
る二人は，神の使途であると解釈することができ
る。

おわりに

一見子供向けのシンプルなキャラクターによる
アニメ「けものフレンズ」から，深遠な概念を読
み取ることができる。深読みをしなくても純粋に
楽しめる作品だが，制作側にその意図がなかった
にしても，その奥深さから視聴者側からは数多く
の考察や見解がインターネット上などに記されて
受容されてきている。それらは事実かどうかは判
定できないし，事実であるかどうかが価値を持た
ない「神話的説明」だが，そのようなディスクー
ルを生み出させる「場」であることが「けものフ
レンズ」の予想外の大ヒットの一因であるといえ
る。

《注》
（ 1）		 マルクス・ガブリエル『なぜ世界は存在しないの

か』清水一浩訳（講談社）p.220
（ 2 ）		 同上，p.220
（ 3 ）		 同上，p.236
（ 4 ）		「ドッタンバッタン大騒ぎ」は，「けものフレンズ」

主題歌「ようこそジャパリパークへ」の歌詞の一部。
（ 5）		 friend の複数形が friends なのでフレンズたちとい

う言い方は重言のようだが，『けものフレンズ』では
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一人でもフレンズというのが一般的である。
（ 6）		 マックス・ピカート『沈黙の世界』佐野利勝訳（み

すず書房）p.48
（ 7 ）		 國分功一郎「外国語は存在する」石井洋二郎編『リ

ベラルアーツと外国語』（水声社）p.239
（ 8 ）		 同上
（ 9）		 同上
（10）		 同上，p.240
（11）		 内田樹「始源の遅れ〜一神教と『論語』」，東京自由
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